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面ひずみ破壊靭性値はFig.4のようにNbss + Nb,Al + Nb5Si3三相合金よりも
低く評価されたが, SPエネルギーで示されるように弾塑性破壊靭性値JI｡は高
いと考えられる･しかし, Fig.6にみられるように,引っ張り降伏強度はNbss+





に増加すると考えられるが,実際には, Nbss + Nb3Al + Nb5Si3三相合金を構
成するNbssのSi+ju量約6m01%よりSi+Al量が減少するにつれNbssの降伏
強度が低下し,それが平面ひずみ破壊靭性値を減少させ,結果的に, Nb-Si溢










の降伏強度を表現していると言える. Si+Al量で比較するとNbss + Nb3Al+
Nb5Si3三相合金を構成するNbssのSi+Al量に対応するNbssは試料Gである.
試料HはNbss + Nb3Al+ Nb5Si3三相合金を構成するNbssのSi+Al量となる
ように公称組成を選んだが,溶解時にAlが蒸発L Si+血量としては少なくな
った.しかし, Table lに示したように試料Hは試料GよりSi+Al量は低い











(2) Nb-AlおよびNb-Si二元合金よりも, Nbss + Nb3Al + Nb5Si3三相合
金の方が平面ひずみ破壊靭性値が高くなったのは,複相合金を構成するNbssの
引っ張り延性と引っ張り降伏強度の釣り合いによって決まることが示された.
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(Si+AJ) Content in Nbs, C(si..qf moJ% )
Fig･ 3 Nb-S卜AJ三元系複相合金の室温靭性と高温強度
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トを均質化のためl X 10 ~3pa以下の真空中で1873Kおよび1773Kの温度で
360ks真空焼鈍した.熟処理後の試料の組織と組成を光学顕微鏡とE PMA


















































































1 ･ Nb-SirAl-Ti四元系において, Nbss+Nb3Al+Nb5Si3三相域は, Ti約20 m01%
添加まで存在する.




3 ･ Nb-SirAl-Ti四元系における, Nbss+Nb3Al+Nb5Si3三相合金の室温靭性
は¶添加によって上昇し, KI｡値としては,約12MPa√mであった.
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成し, 1 Ⅹ 10 -3 pa以下の真空中で1873Kの温度で360ks均質化熟処理し,
ー46-
試験供試材とした.なお,参考資料として取り上げた, Nb-SiおよびNb-Al
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a) Nb-6Sト11AH5Ti ; 1273K,2h
b) Nb-6Si-llAI-15Ti ; 1473K,2h
c) Nbl5Si-9Al　　; 1273K,2h
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a) Nb-6Si-llAl-15Ti : 1273K,2h
b) Nb-6Si-11AH5Ti : 1473K,2h
c) Nb-5Si-9AJ　　: 1273K,2h
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